
 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 46号 

令和 4年 1月 1１日(火） 

第 25代生徒会始動。「こんな学校にしたい。」役員研修会で熱い議論。 

 3学期始業式 

 令和 4年 1月 11日（火）、新たな年も変わらぬ南

中生の明るい笑顔のあいさつで 3 学期始業式を迎え

ました。始業式で述べられた代表生徒による抱負の発

表には、目指すゴールに向けての具体的な行動目標が

示され、確かな志と決意が宣言されました。自らを律

しようとする南中生の素直な向上心が旺盛であるこ

とを頼もしく思うと同時に、成長への期待が膨らんで

います。 

始業式では、詩人 宮澤章二氏の「出発」という詩

を紹介しました。いつでも、本気になったその時が出

発点。未来への道の出発点。「進もう」という決意が

道をつくる。自らの努力でどんな景色が見られるの

か、自分の道は自分で歩む。本当の希望ってなんだろ

う。なりたい自分ってどうだろう。3学期は、4月に

立てた目標達成へのまとめであり、春の新たなステー

ジへの出発点でもあります。なりたい自分を追究する

自己実現の道づくりのスタートに、決意の一歩を踏み

出しましょう。 

1月 5日（水）6日（木）の第 25代生徒会

役員研修会では、8名の役員たちは、使命への

熱意と覚悟の決意を宣言し、学校づくりへの議

論を主体的に進めていました。これまでの伝統

を継承し、第 25代ならではの新たな創造に向

けて尽力する役員たちの活躍が楽しみです。 

「出発」自己実現の道づくり。努力の一歩を重ねて。 


